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Ⅰ.緒 言
住宅における内装材は快適な住生活のたりの空間形成
に大きな影響力をもっている｡住空間を形成する物体と
しては壁,床,天井,家具,カ.∵テンなどがあるが,壁
材は最も面積が大きく,床材や天井材と共キこ基本的空間
形成材料であって,家具やカーテンなどとは異なった目
壁材の表面色とテクスチャーは,空間デザインとともに
空間雰囲気の形成に影響を及ぼすであろう｡
一方,照明は空間構成材料ではないが,空間雰囲気や
快適性の演出において大きな影響力をもっており,同時
にその中で生活する-ために不可欠な明るさを供給する｡
また,人はその空間の広さの中で動き,さまざまな生
活行動を行う｡従って,壁材との視距■離から生じる壁材
表面の見え方が,空間雰囲気に異なる影響を及ぼすと考
える｡このように,室内の生活空間には多くの構造物が
あり,種々の要因が視覚情報として見る人を刺激し,種々
の感情を生じさせる｡人間の感情や感性を計量化する研
究は,感性志向が強くなった近年において興味が持たれ
ているがまだ十分に明らかにされていない｡
従来,インテリアと空間雰囲気の関係については色彩
計画 (インテリアカラーコーディネート)との関係から
論じた現場での指導を目的とする実用書が多 く見られ
る1)･2)｡そのような色彩計画においては,現場での経験が
集大成されてきた傾向があるのに対し,人間の感性を計
量化する研究はまだ途についたばかりである｡
長町らは3)･4),室の雰囲気に及ぼす色彩の影響が大きい
I
ことに着目し,室の床,壁,天井の色の組み合わせ実験
(模型をのぞく.方法で観察する)から,室雰囲気の尺度
化を試みているムしかし,革雰囲気和ま色彩だけではな
く,なお多くの条件を加味することの必要性を述べていI
る｡また,インテリアの色彩に関しては色彩計画のコー
ド化の観点から検討した児玉らの研究5)がある｡
園鳴らは6),室内構成材として壁面色彩,光源両横,光
源の種類,照度,壁材のテクスチャー,窓の位置と室形
などの諸要因が室内雰囲気に及ぼす影響について,輝尺
模型をファインダーから覗く実験を行っている｡その結
果,設計計画要因として照明諸要因の影響が大きいこと
を明らかにしている｡また,本方法では観察位置が固定
されるが,実際の住宅室内では,人間の行動にーよる観察
位置の変化が無視できないことを指摘し,実験では窓の
位置と室形の変化を要因として加えることで人間行動の
視点変化を間接的に検討したと述べている｡また,設計
計画における上記要因間相互作用の影響について検討し
ているが,色彩,照明条件がそれぞれ2水準しか用いて
いないこともあり,照明の色温度と壁材の色の相互作用
などの詳細な.関係にまでは議論していない｡
一方,建築材料の表面テクスチャー,特に空間知覚と
の関係などについては,北浦7)･8)の詳細な報告がある｡し
かし,色彩との関係,照明との関係についてはあまりふ
れられていない｡
色は物体表面の属性であり,一方,テクスチャーもま
た,.表面属性である｡しかも,それらの表面は光の存在
下でしか見ることが出来ない｡光 (照明)はその分光特
(1)
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性から様々な演出効果をかもしだし見る人の感情,特に
空間では雰囲気に影響を及坪すと考えられる.高度感性
化社会においては,色とテクスチャーの感性を評価し,
その成果を材料設計に反映させていくことが今後の課題
と考えられるが,種々の要因間相互作用を受けるため非
常に複雑である｡
室内などの空間雰囲気の感情分析においては,実空問
内で被験者が雰囲気を体験し,その感情を計測する方法
がベストであることはいうまでもない｡しかし,実空問
実験においては,実験の条件的制約から多くの要因につ
いて検討することは不可能である｡多くの研究は縮尺の
モデル空間を用い,実空間を推定する方法で行われてい
る｡
そこで,本研究では,複雑な要因間相互作用の影響を
明らかにすることを目的として以下の実験を行った｡す
なわち,色相 (明度と彩度はほぼ同じ)と表面テクスチ
ャーの異なる壁材によって形成されるモデル空間を視覚
刺激とし,照明の種類と視距離がどのように見る人の感
情に影響を及ぼすかを明らかにした｡なお,筆者らは,
実物大のモデル空間を用いた実験を本研究と平行して行
い,床材と壁材,建具の空間構成材料による色の組み合
わせ条件が感情にどのような影響を及ぼし,生理的にど
のような影響が見られるかを検討中である9)･10)0
ⅠⅠ.実験方法
1.壁材の選定
壁材サンプルには,一般家庭でよく用いられるビニー
ルクロスを選んだ｡壁材のテクスチャーの違いが感情に
及ぼす影響を検討するという研究目的から,無地のクロ
ス,およびそのクロスに縞と格子の模様 (以下無地,棉,
格子を模様の種類と称す)をエンボス加工して作製した
試作品を用いた｡また縞,格子における模様の粗さを細,
中,粗の3つのパターン (無地を加えると4パターン)
に分け,縞と格子のピッチ間隔は細,中,粗のそれぞれ
についてほぼ同じで,細では6本/cm,中では4本/
cm,粗では2.8本/cmである｡
用いた壁材サンプルの概要と記号を表1に示す｡また,
それらサンプルの色については,マンセル値として表2
に示す｡マンセル値はインテリアの現場において通常使
われている表色系であるが,2度視野,C光源下におけ
る表示として規定されており (JISZ8721),用いたサン
プルを標準の一定条件下の色として示すものである｡こ
れらの値は物体色の測定方法 (JISZ8722-1982)に基づ
きSpectroColoriMeterSZ-∑80(日本電色株式会社)
を用いて測定した｡
(2)
なお,本実験条件,各種照明下における壁材サンプル
の表面色については,壁材表面から放射される分光エネ
ルギーを実測し,後述のように,ヒトの感性と対応させ
るため,明るさを輝度L(cd/m2),色度をCIE1976UCS
u'Ⅴ'で表示する｡
試作にあたり,色相については心理4原色である赤(ほ
ぼ5R),育 (やや紫みの青で3PB付近),黄 (ほぼ5
Y),緑 (ほぼ5G)ll)の中から壁材として一般に用いら
れる頻度の高い黄 (Y,暖色系)と,それとは補色の関
係にあたる育 (B,寒色系).さらにそれら2色と等間隔
に位置している緑 (G,中性色系)を用いることにした｡
但し;Bでは心理原色よりもやや緑みの青,GではGの
色相値が小さいため,最もGらしい代表値 5GからYGの
方向にシフトした色で,心理原色からも少しずれている｡
明度,彩度については一般住宅に使用される壁材の明度,
彩度値を参考とした12)が,明度ではやや低め,彩度ではや
や高めになっている｡
表 1 壁材サンプルの略号
模様 粗さ 負
1Y 無地 責
1B 無地 雷
1G 無地 練
2ⅠY 檎 鍋 責
2ⅠB 鍋 鶴 雷
2ⅠG 檎 細 緑
2ⅡY 檎 中 責
2ⅡB 檎 中 雷
2ⅡG 檎 中 線
2ⅢY 檎 粗 責
2ⅢB 縞 租 雷
2ⅡG 縞 粗 緑
3ⅠY 格子 細 責
3ⅠB 格子 細 雷
3ⅠG 格子 細 線
3ⅡY 格子 中 黄
3ⅡB 格子 中 雷
3ⅡG 格子 中 #
3ⅡY 格子 粗 鷺
3ⅡB 格子 也 雷
3ⅢG 格子 也 緑
略号の表し方
例 黄
これらのマンセル値をみると明度と彩度には模様や粗
さの影響はみられず,無地ともほぼ同じ数値となってい
るのに対し,色相は模様がエンボス加工されることでY
ではYの分割値が大きくなり,Bでは小さくなることに
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表2 壁材サンプのマンセル値
Y B ら
色相 明度 彩度 色相 明度 彩度 色相 明度 彩度
1 4.96 8.83 2.27 7.26 8.38 2.83 1.04 8.31 1.74
2Ⅰ 5.22 8.83 2.25 6.75 8.38 2.65 0.52 8.30 1.74
2Ⅱ 5.12 8.83 2.20 7.02 8.40 2.75 0.67 8.33 1.71
2Ⅲ 5.23 8.83 2.21 6.86 8.36 2.68 0.59 8.32 1.70
3Ⅰ 5.13 8.78 2.35 6.86 8.31 2.76 0.66 8.23 1.79
3Ⅱ 5.18 8.79 2.32 6.89 8.32 2.77 0.51 8.25 1.77
3Ⅲ 5.05 8.80 2.32 6.70 8.35 2.67 0.48 8.26 1.76
よって,それぞれの代表値の方向に色相がシフトする｡
一方,GではGの色相分割値が小さくなり,よりYG側の
色相に変化することが認められる｡これは無地から模様
(縞,格子)がエンボス加工され ることによって,表面
での拡散反射が無地のそれよりも複雑になり,多重反射
の影響によって反射光の分光分布が変化したことが考え
られる｡
なお,これらの壁材は積水ハウス株式会社に依頼製作
した試作品である｡
2.モデル空間の作成と照明条件の設定
実験には,被験者に空間としてイメージしてもらうた
め3種の光源を装備している標準光源装置Spectralight
SPL-65B (マクベス,サカタインクス㈱,図 1)を用
い,その標準光源装置の内壁を利用して壁材による･モデ
ル空間をつくった｡すなわちこの装置の正面及び左右側
面の大きさ (600mmX910mm,600m X595mm)に合
わせたベニヤ板に21種類の壁材サンプルをそれぞれ貼り
つけたモデル壁を標準光源装置内に順次置くことにより
モデル空間を作製した｡なお,床材との配色の影響をな
くすため床材には標準光源装置の床面 (N6.5)をそのま
ま用いた｡
実験に用いた光源は標準の光D65,日投光HOR,冷白
色蛍光灯CWFである｡D65は外域を含む平均的な昼光の
エネルギー分布,HORは日没時のエネルギー分布でA光
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図1 マクベス様準光源装置 (モデル空間)
源に近似した分光エネルギー分布をもつ｡CWFは市販さ
れている蛍光灯のなかで白色蛍光灯に近いエネルギー分
布をもつ｡それぞれの光源の色温度,特殊演色評価数,
平均演色評価数,照度を表3に示す｡
表3 光源 (照明)諸元
色温度(K) ∪ー IV 特殊演色評価数 平均演色評価数 照度 (lx)
_ 塵重光D65 6512 0.195 0.468 91 94 1414
日没光HOR 2278 0.283 0.535 62 1032
(3)
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実験にあたり,空間が使われる目的との関係で評価が
異なることを想定し,被験者が若者であることより ｢自
分の部屋｣を課題として提案し評価してもらう′ことにし
た｡なお,モデル室空蘭を見た時の感情という観点から,
本研究では ｢空間雰囲気｣ではなく ｢空間イメージ｣と
いう言葉を用いる事にする｡
また,用いた標準光源装置は被験者にイメージしても
らう自分の部屋 (くつろぐ,_読書する等の部屋)として
は照度が高いため,光源の分光特性を変化させないで一
般家庭の居室部で主に使用されている照度レベルに下げ
るように制御した｡すなわち,光源の下部に照度を制御
するためのナイロン白色メッシュスクリ一･シ (250HD,
NBC工業)を配置して (図2)標準光源装置の標準内装
N･6.5の条件で照度と色温度を測定した｡その結果,図3
に示すようにメッシュスクリーンの枚数が増すにつれて
照度は低下するが,光源の色温度は殆ど変化しないで照
度調整が可能であることが明らかになった｡そこで,一
般家庭での室内の照度レベル約5001Xを再現するためにメ
ッシュスクリー ンを6枚重ねて配置することにした｡
光源の色温度と色度点の変化からはp65,CWF,HOR
の順に青みの白色光,線みの白色光,黄赤みの色光の特
徴をもっていることがわかる｡以下,標準光源装置の3
光源を用い,照度を5001Ⅹに制御した照明条件をそれぞれ
D65,HOR,CWF照明と称することにする｡
照度制御メッシュ
サンプル
?? ? ??
帆
図2 モデル空間内部
(4)
01 2 3 4 5 .6
枚敷 く枚)
?? ?
?? ?
■照度065
◆用度HOR
▲照度CWF
日色濃度065
o色温度IのR
土色温度CWF
図3 照度の変化に及ぼすメッシュ枚数の影響
3.実験場面 (シーン)に対する心理測定
3-1.測定方法
実験場面 (壁材×照明×視距離を組み合わせた条件を
以下,シーンと称す●)は壁材21種類,照明3種類 (D65,
HOR,CWF),視距離2水準 (1.0m,2.5m (図4))を
それぞれ組合せた計126で行った｡被験者が視距離1rmと
2.5mから見るモデル空間の平面面積は,最短辺(600m )
でそれぞれ視野角33.4〇七13.70に相当し,表面色の視感比
較方法 (JISZ8723)をクリアしているので,実験は空間
刺激であるが,視覚実験の刺激としては条件を満足して
いると判断した｡また,被験者はモデル空間以外の刺激
も同時に視覚刺激として受けているが,周辺刺激が暗幕
カーテン (後述)であることと,モデル空間が照明され
ているため,周辺から浮き上がって見えることより,周
辺刺激の影響は小さいと判断した｡被験者にはモデル空
間を注視するよう指示した｡
図4 被験者の親寮視畢離
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126シーンを視覚刺激とし,13対の用語に対する心理尺
度値を測定した｡シーン数が126と膨大な数になるため,
実験時の被験者の疲労を考慮して42シーンずつ3つのグ
ループに分けて各々被験者数を30人とした｡被験者は大
阪市立大学の男子学生15名,女子学生46名の計61名であ
るが,2グループ (シーン数84),3グループ (シーン数
126)について実験を重複して行ってもらった被匪者を含
めると延人数は90名となる｡なお,1回の実験における
所要時間は約45分で被験者は1-3人とした｡
シーンはランダムに提示し,シーンを1つ示すごとに
30秒間目を閉じ下を向いてもらい,残像現象や記憶が影
響を与えないようにした｡
測定は,被験者に自分の部屋に用いた場合を想定して
もらい,そのときの空間から受けるイメ｢ジを13対の用
語に対する+?～-2の5段階の心理尺度値を測定する
SD法を用いた｡
3-2.用語対の選定方法
まず内装材から想定されると思われる用語を感情効果
やテクスチャーに関する文献,辞書より116対拾い上げ
た｡そして集まった用語の中から重複を避け,意味が不
明確なものを除き,反対の意味を持つ用語対を空間的な
ものや評価に関するもの,材質感を示すものなど13対選
定した｡また,人の感情の正負が共通しているものとそ
うでないものがあるために,アンケート用紙では用語対
の順序と両極配置をともにランダムに配置した｡
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3-4.その他の測定条件
実験は1994年11月8日から12月5日,9時から16時に
行った｡北窓側の壁面前の机上に実験装置をおき,測定
時の照度を一定にするため,窓に暗幕をつるし,室内照
明はすべて消しておくことにした｡
4.モデル空間における壁材の分光放射輝度,輝度,負
度の測定
各種照明条件下での壁材の色彩条件(特に色相や明度)
は,照明光源の分光分布や壁材による空間内の反射光な
どの影響を受けてシーンごとに変化する｡心理測定値に
対するこれらの物理量の影響を明らかにするため,シー
ンごと(視距離2.5m)の分光放射輝度,輝度,色度を分
光放射輝度計 (TOPCONSR-1)により測定した｡測定
部は図1中に示している正面と側面の2ヵ所である｡こ
れらの測定値には測定部による差違がほぼ認められなか
ったため,正面における測定値のみを表4に示す｡それ
ぞれの照明下における視知覚に対応させるため,明るさ
は輝度(cd/rP)で,色度は分光放射輝度値に基づくUCS
表色系の色度u',V'で示している｡それぞれの模様サンプ
ルと無地サンプルの間には大きな差が認められない｡そ
こで,分光エネルギー分布の異なる3種の光源との相互
作用によって生じる無地サンプルY,B,Gの知覚色●)の
変化について主波長の変化から被験者の見ている各シー
ンの色について推定した｡
し,各種照明下における壁材サンプルの色を知覚色と称して区別する｡
表4 照明下におけるサンプルの色 (正面)
L:輝度C_d/nl
u.L= .- 無地 縞 .鶴 鶴 .中 縫 .鶴L u● V● L u● V■ L U' >ー L U● Vー
D65 Y 75.54 0.208 0.506 77.80 0.209 0.507 79.39 0.209 0.506 80.29 0.209 0.506B 132 17 462 6527 178 464 6674 178 464 6854 178 464
ら 67.90 0.185 0.493 66.14 0.186 0.494 64.77 0.186 0.494 64.76 0.186 0.493
HOR Y 91.59 0.297 0.543 90.86 0.296 0.542 92.03 0.296 0.542 93.82 0.296 0.542ら 68 1 61 35 6807 61 34 7015 61 34 7157 61 34
ら 68.85 0.270 0.542 70.41 0.269 0.541 70.48 0.269 0.541 70.12 0.270 0.541
CYF. Y 66.69 0.231 0.536 74.71 0.232 0.533 76.35 0.230 0.533 77.31 0.231 0.533a 5450 07 07 5830 07 07 5924 07 07 6022 07 07
伝 55.44 0.212 0.527 60.95 0.212 0.526 57.15 0.211 0.527 59.82 0.213 0.526
光源 色 格子 .鶴 格子 .中 格子 .鶴L U' >' L U■ V' L u■ >'
D65 Y 77.51 0.209 0.507 80.80 0.209 0.507 81.91 0.209 0.508B ●6382 178 463 635 178 463 634 178 464
ら 62.52 0.185 0.494 60.43 0.186 0.494 62.18 0.186 0.494
HOR Y 90.65 0.296 0.543 86.27 0.297 0.543 87.67 0.298 0.543a 6434 61 34 6809 61 35 6459 63 36
G 65.49 0.270 0.542 67.44 0.271 0.542 65.65 0.272 0.542
CWF Y 73.09 0.231 0.534 70.90 0.232 0.534 7一.27 0.233 0.535ら 5643 07 06 5475 07 ' 08 5508 08 07
(･5)
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CIE1976UCS色度図 (10度視野)上に無地Y,B,
G,の色度点をプロットし,それぞれD65,HOR,CWF
光源の色度点とサンプルの色度点を結ぶ線を延長してス
ペクトル軌跡との交点を求める｡その交点がそれぞれの
光源下における知覚色の色相を表す主波長である｡図5
にY,図6にBの例を示し,表5に主波長と主波長から
推定される知覚色13)を示す｡
Yについてみると,D65下で見るよりもCWF,HOR照
明下では主波長が長波長側にシフトし,特に長波長側に
分光エネルギーが高く,色温度が低いHOR照明下ではY
は樟みのYの見えとなるだろう｡HORの方がCWFに比べ
て変化量が大きい｡一方,輝度L値はHOR照明下で最も
高く,物理量として明るいことになる｡
Bについてみると,D65照明下ではその主波長の値483
nmから推定して緑みの青といえる.C光源(色温度6700
K)下での主波長よりもやや短波長側にシフトし,C光源
下でみるマンセル色相よりも僅かであるがパープル色相
方にシフトした緑みの青に見えると予想される｡
HORの照明下では,黄赤色光の影響を受けて青という
よりは主波長(578nm)から推定して黄色の色相領域であ
る｡しかし,実際の見えは明確に黄色と知覚される程で
はないことを確認した｡これは色度点が光源の近傍にあ
るためであろう｡また,CWF照明下においてもHORと同
様に,CWF色光の影響を受けて緑色相の波長域となる｡
Gサンプルの色についてみると,D65照明下ではその主
波長(551nm)の値からその表面色はやや黄みの緑である
LJ4.( I】 ー li tlt 1ー 1JI1 IⅠl lI[】l
l !I 一 Il li I■一 I lI Jl ー I l lt Il l I I ll Il l I l 】 l Il l lI 1 lIl l I I It II1 I ∫ 1 AI ー I I i l ーー l】 l l 】 l l l 1IJ lt I I T Il I T
lIl IJ lI l ltT 1Ii7 flIl l lIl一 l l 1 l 】 I- I l▲1l t l1i 一 lI ち■t1 I I-■■- l 1itll l I 一drI.:I - 7 丁7 l
〇一I.I01○lA ll i 1 lT l ∫ l l l
tl Il I L_ ーIl lI l ∫ I l IlII ll l l: l一 ITAI llIt r I ● ー I ∫ IIーI 】 lll T I I ∫IIi ■1 ′t JI ! ∫l 一I
l b ll l ー JI l ! ll】 ll l l l1I l J】 】 l 一 一 l1Il J ー ■ I 】1 tl I E t l I
･t l I lI ー f l lIi I l I l I 1iI l I l lI I l ー I 】I
I i 1 ll IⅠ 】 i ●●-A I lI t ー l l ∫ l JI
I I l ∫ II I J I Ii I 7l
】 t 7lL lI I 1T~ I
I l l ;I l t ∫: I Ⅰ )
l l I ■一I ノl I I
I ヽt lI l lIl l ∫ lI■一I l il■一 J 1■一 一 l II
t I 】I I■ ; -I 1 ilI1 J 1 Il ∫l l l 7■一 l1 【 lⅠ I l
～ l I l ttil I Il lI lIl ll ) l 1 1II ∫ Ⅰ l J】 l l
l J I ′l i I r
I ∫ ) I l 】 I't l ∫ l ;l I 】 ll J[ ● Ⅰl l I lI , Il ll tJ J ll l ll Il∫ I- ′ 】 II I l 】I 1l
l t lll i l I Il I I I一一｢ 】 I l 】l I I I l lI 】 ∫ ll ■ヽ J 】 I l
I r 】 ∫ l
-I ヽ 】 fl
I l l
■一 l】
ll l I
I Ⅰ】Ti I l Ilー■一t○■ ○.I 4} ○J ○.● a3 4)
図5 各種照明下における無地Yサンプルの色度点と主波長
CIE1976UCS色度図 (10度視野)
(6)
が,CWF,HORの順に黄みが強くなり,HORではむし
ろ黄色といえる色相の見えとなることが予想される｡
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図6 各種周明下における無地Bサンプルの色度点と主波長
CJE1976UCS色度図 (10度視野)
表5 各種照明下での無地壁材サンプルの主波長と
予想される知覚色
D65 HOR CWF
Y 569(*&) 584(責) 572(義)
B 483(雷捜) 578(黄) 551(責織)
伝 5'51(*#) 579(黄) 565(黄緑)
ⅠⅠⅠ.心理測定の結果 と考察
1.因子分析による感情因子の抽出
1- 1.因子分析
SD法の13個の用語対に30人の評定値を相加平均し126
シーンについて因子分析(主因子法,バリマックス回転)
を行った｡バリマックス回転後の因子負荷量,因子寄与
率の結果を表6に示す｡
1-2.諸因子の決定
バリマックス回転後の13個の感情用語対に対する1因
子より3因子までの因子負荷量の関係から,各シーンに
よって引き起こされる感情の諸因子を決定した｡なお,
抽出因子数は,固有値 1以上により決定した｡
第 1因子は ｢好き｣,｢上品な｣,｢色がよい｣,｢落ち着
佐藤他:壁材と室内空間イメージ
表6 バリマックス回転後の因子負荷量
感情尺度 1因子 2因子 3因子
ll 嫌い 好き 0.851 -0.141 -0.161
7 下品な 上品な 0.810 -0.206 0.014
9 色がよい 色がわるい -0.800 0.199 0.272
0ー 落ち着く 落ち着かない -0.786 0.217 -0.098
5 安っぽい 高級な 0.739 0.147 0.016
3 温かい感じ 冷たい感じ -0.139 -0.733 ｣).194
2 大胆な感じ : おとなしい感じ 0.861 -0.694 0.286
13 触ると)硬い感じ: 軟らかい感じ 0.203 0.668 0.294
8 すっきりした ごてごてした -0.370 0.652 0.293
12 一般的な .個性的な -0.330 0.583 一心.233
1 粗い 細かい 0.185 -0.439 0,050
6 はっきりした ぼんやりした 0.069296 0.172086 0.8154 暗い感じ 明るい感じ 1
因子名 評価性 材質感 明暗感
固有値 4.357 2.630 4.418
因子寄 与率 (%) 31.1 18.8 ll.6
累棟寄与率 (%) 31.1 49.9 61.5
く｣,｢高級な｣の感情項目に因子負荷 (絶対値)が高く,
評価性の因子と名付けた｡ なお,｢好き｣,｢上品な｣等
は正,｢嫌い｣,｢下品な｣等は負の負荷量を示し, 1因子
は正値が高いほど好きで上品で評価が高いことを示して
いる｡
第2因子は,｢温かい感じ｣,｢大胆な感じ｣ ｢やわらか
い感じ｣,｢ごてごてした｣ ｢粗い｣等の感情項目に因子負
荷 (絶対値)が高く,材質感の因子と名付けた｡用語間
の相互の関係から,第2因子は正値が高いほど表面テク
スチャーのイメージが強く材質感があることを示してい
る｡
第3因子は ｢ぼんやりした｣,｢暗い｣の感情項目に因
子負符 (絶対値)が高く,明暗感の因子と名付けた｡第
3因子は負債が高いほど明るく感じ,正値が高いほど暗
く感じることを示している｡
バリマックス回転後の3因子の寄与率はそれぞれ31.1
%,18.8%,ll.6%で3因子の累積寄与率は61.5%であ
ったので,シーンを見た場合の感情の約62%は評価性,
材質感,明暗感の-3つの因子で説明でき,その中のさら
に50%は好き-嫌いなどの評価性に関する感情であると
いうことが明らかになった｡
1-3.因子得点
壁材21種類,照明3種類,.視距離2水準を組み合わせ
た計126シーンの第 1因子から第3因子までの因子得点を
求め,心理変化に及ぼす照明と視距離の影響を検討した｡
結果を明確にするため,以後の解析は別々の視点からま
とめることにする｡
2.照明の違いが感情因子に及ぼす影響について
2-1.因子空間上の因子得点分布からの考察
1) 1因子-2因子空間上の因子得点分布からの考察
視距離を一定 (2.5m)として,3種の照明の違いが1
(7)
- 39-
因子 (評価性)と2因子 (材質感)の感情にどのように
影響を及ぼすかを図7,8,9間で比較する｡21種類
の壁材のプロットがそれぞれの空間上に集中しており,
色や模様,粗さなどの壁材の表面特性よりも照明の影響
が大きいことがわかる｡すなわち,D65とCWFでは評価
性が高いけれども(D65の方がやや高い)材質感が余り感
じられないのに対して,HORでは評価性が0付近に集中
し,好き一嫌い,上品一下品などの感情はどちらともい
えないようでありiまた表面の材質感ははっきりすると
??
?
?
?
?
?
1.5 -1 1).5 0 0.5
1因子 (肝価惟)
1 1.5 2
高
ヽ
図7 1因子-2因子空間上の各シーンの因子得点分布
照明 :D65 視距離 :2.5m
??
?
?
?
?
?
1.5 -1 -0.5 0 0.5
1田子 (評価性)
1 1.5 2
高
図8 1因子-2因子空間上の各シーンの因子得点分布
照明 :HOR 視距離 :2.5m
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高
図9 1因子-2因子空間上の各シーンの因子得点分布
照明:CWF 視距離 :2.5m
いうことがわかる｡さらに壁材の色特性について見た場
合にもD65とCWFの評価性ではY～G～Bの順であるの
に対し,HORではB～G～Yと逆転現象が観察された｡
表5に示したように,HORではYが樟みの色相へと変化
し,L値も高いことより熱く感じることで逆転現象が見
られたのではないかと考える｡照明が変わることによっ
て壁材の色の見えに変化が生じ,D65の自然に近い条件下
で好きだった色も好きの度合いが変化することを示して
いる.HORは壁材表面色への影響が大･き半 .模様や粗さ
の影響については複藤であるため,後述の要因分析結果
に譲ることにする｡
-0.5 0 0.5
1因子 (評価性)
1 1.5 2
蕎
図10 1因子-2国子空間上の各シーンの因子得点分布
照明 :D65 視距離 :1.0m
(8)
視距離1.0mから見た場合の3種の照明間比較 (図10,
ll,12)においても,照明間の傾向は一致し,プロット
がやや散らばる傾向が認められる｡近くで見る場合には
感情の変化量が大きいということであろう｡特にD65にお
いて材質感の分布が大きくなり,またHORにおいてはY
が好まれる傾向にある｡HORは視距離によって壁材の色
の評価を変えるという結果が得られた｡近くで見ると暖
色 (檀)の強調されるYが好まれるということであろう
か｡
??
??
?
? ?
?
?
?
?
-0.5 0 0.5
1因子 (評価性)
1 1.5 2
.慕
図11 1因子-2因子空間上の各シーンの因子得点分布
照明 :HOR 視距離 :1.0m
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高
図12 1因子-2因子空間上の各シーンの因子得点分布
照明 :CWF 視距離 :1.0m
佐藤他:壁材と室内空間イメージ
2)1因子-3因子空間上の因子得点分布からの考察
1因子 (評価性)と3因子 (明暗感)の関係に及ぼす3
種の照明の影響について明確にするため,視距離2.5mに
おける因子得点分布を図13,14,15間で比較すると,D65
ではBは明るく感じられるけれども好まれないことを示
し,明暗感と評価性の高さはあまり影響がないことがわ
かる｡これは照度が居室としてやや明るかったことが影
響しているとも考えられる.また,D65照明下の色は,CWF
やHORに比べると主波長が長波長側にあり,.緑みの青で
あることから冷たく感じられることも関係しているのか
もしれない｡Ho又,CWFでは3因子(明暗感)にあまり
影響が認められない｡
??
? ?
? ?
? ?
?
? ?
?
冨 -2
-2 -I.5
低
-1 -0こ5 0 0.5
1Eg子 (評価性)
I.5 2
高
図13 1因子-3因子空間上の各シーンの因子得点分布
周明 :D65 視距離 :2.5m
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2ー -I.5 -1
低
｣).5 0 0.5
1因子 (評価性)
1 1.5 2
高
図14 1因子-3因子空間上の各シーンの国子得点分布
照明 :HOR 視距廿 :2.5m
(9)
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図15 1因子-3因子空間上の各シーンの因子得点分布
由明 :CWF 視距離 :2.5m
視距離1.0mにおいては図16,17,18に示す｡D65(図
16)では3ⅠlIG, lG,2ⅠIG等のGが特に暗く感じる
ようである｡実際,Gの輝度値 (表4)はYやBに比べ
てわずかであるが低く,この放射エネルギーの微少差を
知覚するのか,あるいは主波長の違いによる心唾的明る
さ感が影響するのか不明である｡
??
?
? ?
? ?
?
?
?
? ?
? ･巾.5 0 0.5
1因子 (肝価佳)
1 1.5 2
高
図16 1因子-3因子空間上の各シーンの因子得点分布
周明 :D65 視距離 :1.0m
2-2.3つの感情因子に各種要因がどのように影響
を及ぼすか -数量化 Ⅰ類による要因分析か
らの考察一
各種要因 (壁材の色相,模様,粗さ,視距離,輝度)
との関係を明確にするため,3つの感情因子の因子得点
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-2 -I.5 -1 -0.5 0 0.5
低 1EI子 (肝価杜)
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高
図17 1因子-3因子空間上の各シーンの因子得点分布
周明 :HOR 我車離 :1.0m
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図18 1因子-3因子空間上の各シーンの因子得点分布
周明 :CWF 視距離 :1.0m
を目的変数に,各種要因 (アイテム)を説明変数とし,
カテゴリーに数量化して数量化Ⅰ類による要因分析を行
った｡ アイテムは色,模様,粗さ,照明あるいは視距
離,輝度をとり,カテゴリーは,色を (Y,G,B)の
3つに,模様を (無地,縞,格子)のへ3つに,粗さを
(無,舵,中,粗)の4つに,照明を(D65,HOR,CWF)
の3つに,視距離を (遠距離2.5m,近距離1.0m)の2
つに,輝度を3分割 (5.00-6.33cd/rf,6.34-7.66cd
/rt,7.67-9.00cd/rf)した.なお,視距離のカテゴ
リー 数が2であるのや,結果が両極分離される可能性が
十分想定されるが解析に加えることにした｡用いた輝度
値は2.5mの視距離と同位置に分光放射計のレンズを固定
したときの20視野での正面部の測定値で,放射エネルギ
ーの大きさを示し,物理量としての明るさの大きさを示
す｡ 前述のように,壁材のマンセル明度がほぼ等しく,
3種の照明条件もほぼ500lxに調整しているため,物理量
の輝度に大きな差は認められないが,イメージとしての
明暗感とどのように対応が見られるかを検討した｡
表7 各因子に及ぼす各種要因 (アイテム)と周明の影響
E由子照明アイテム 1日 (鮮優性) 2日子 (村貫EB) 3田子 (明帽S)D65 HOR CW戸 D65 HOR CWF D65 HOR CW戸
レンジ 負 I.074 0.233 0.202 0.726 0.262 0.876 I.211 0606 0一け
積樽 0.7劃 0.208 0.266 0.992 0.237 0.57一 0_182 0.日2 0_133
軸さ 0一一3 328 , 7 I2一 38 1418 035 .250 .62
扶養AI 0.194 0.02 0.190 0ー3一5 0.0一8 0.177 0_ー62 0.15一 0.222
r一度 0.329 0.柑0 0.7一2 0.591 0.720 0.507 0.266 0.265 0.384
1相聞係数 0.789 0.248 0.698 0.655 0.476 0.832 0.765 0.ー30 0.890
1因子,2因子,3因子のそれぞれの感情に及ぼす照
明の影響についてまとめたものが表7である｡それぞれ
のアイテムに対するレンジの大きさから感情への影響の
大きさがわかり,重相関係数とそれを2乗した値である
決定係数の大きさから5つのアイテムの複合条件によっ
てどの程度感情を説明しうるかということが推定出来る｡
1)1因子 (評価性)に及ぼす照明の影響
1因子 (評価性)に及ぼすアイテムの影響について表
7,図19-21に示す｡表7によると,D65照明下では,壁
間の評価性が色,模様,粗さ,距離,輝度の5つの要因
で約62%説明出来ることが明らかになった,中でも色と
模様の影響が大きく,視距離の影響は小さい｡重相関係
数が0.789とかなり高いことから,評価性が高くなる条件
は,色や模様のカテゴリー 数量の結果 (後述)を参考に,
設計に活かしていけることを示している｡
?
???
?? ? ? ?
?
??
Y a Q 撫地 織 格子 無 畑 中 相 F N L1L2L3
色 技幡 稚さ 械托触 Jl皮
図19 1因子 (評価性)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明 ~:D65
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佐藤他:壁材と室内空間イメージ
(ll)
?
?? ?? ? ?
? ?
??
I ≠ - ■ー ■-
Y a Q 無地 AL 格子 義 絶 中 鶴 F N LIL2 L3
色 積川 嶋さ 檀亜AJ 輝度
図20 1因子 (評価性)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明 :HOR
?
?
? ?
?
?? ? ?
?? ?
Y a G 無地 AA 格子 舞 鶴 中 嶋 F N LI L2 L3
色 積樽 職さ 横距Al 輝度
図21 1因子 (評価性)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明 :CWF
HORではいずれのアイテムについてもカテゴリー レン
ジが小さく,それらのアイテムを変化させても評価性へ
の影響が小さいことが明らかになった｡言い換えればHOR
照明下では,色,模様,粗さ,視距離,輝度などの要因
によってあまり評価が左右されないということであり,
D65や,CWFに比べてHORの照明特性の影響が大きいと
いう事であろう｡CFWではやや輝度の影響が大きくな
る｡前述のように,基準条件下での壁材サンプルの明度
(輝度)を一定条件で行っており,本アイテムの輝度と
いうのは,実験シーンの室内空間,照明下において照明
の種類の変化 (照度はほぼ一定)から生じる輝度の微少
変化と主波長 (色)の変化が評価性の心理量に影響が見
られたということである｡
カテゴリー スコアの関係から評価性が高くなる条件を
推定すると,D65照明下では他の照明に比して全体的に評
価性が高いが,3色の中では,Y>G>Bの順に好まれ,
因子得点分布から推定した順位と一致する｡また,模様
では縞>格子>無地の順に好まれることがわかる｡その
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他のアイテム (粗さ,視距離,輝度)が変わっても評価
性への影響は小さい｡HOR (図20)についてはカテゴ
リースコアの関係からも影響が小さいことが認められる｡
CWF(図21)については輝度の値に比例して評価性が高
くなることがわかる｡
2)2因子 (材質感)に及ぼす照明の影響
2因子 (材質感)に及ぼすアイテムの影響について
表7,図22-24に示す｡表 7より,D65では粗さと模様,
HORでは輝度,CWFでは粗さと色の影響が大きく,照明
によってアイテムの影響の大きさが異なることがわかる｡
すなわち,図22よりD65では粗さが粗から中,細,なし(無
也)と変化するにつれて材質感が失われて見え,一方模
様については,無地は材質感が高くなっているが,その
理由については本実験結果からでは説明できない｡また
縞よりも格子の方が材質感が感じられるようである｡
HORについては低輝度のカテゴリ-1がなく,カテゴ
リー 数が2であったため,輝度の影響が大きく出ている
可能性があり,輝度の影響が大きいという結論を導くに
?
?
???? ? ? ? ? ??
Y a Q 無地 AA 格子 徽 細 中 軸 F N LlL2 L3
色 繊幡 絹さ 視距Ar JI鷹
図22 2因子 (材質感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 周明 :D65
?
?? ? ??? ? ?
?? ? ?
｢
Y a Q 無地 嶋 格子 無 縫 中 嶋 F N LI L2 L3
色 襖織 租さ 視捷離 fI鷹
図23 2国子 (材質感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明 :HOR
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Y a a h嶋 嶋 格子 徽 嶋 中 絶 F ～ LlL2 L3
色 織州 嶋さ 柑距{ 輝鷹
図24 2因子 (材賃感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明:CWF
は早計であろう｡材質感への5アイテムの影響は,CWF
照明下において,他の照明 (D65,HOR)よりも大きく
なる｡
3)3因子 (明暗感)に及ぼす照明の影響
3因子 (明暗感)に及ぼすアイテムの影響について
表7,図25-27に示す｡それぞれのシーンにおける輝度
の差はわずかであるが,心理的な明るさ感, 暗さ感に及
ぼす5アイテムおよびそのカテゴリーの影響についてみ
ると,表7よりD65では,決定係数は低いが,色の影響が
大きく,CWFでは色とともに粗さの影轡も認められてい
る｡いずれの照明においても色の影響が比較的大きく,
明暗感には壁材の色が関与するという結果であ:li.本研
究に用いた壁材の明度,彩度はYGB間ではほぼ差がな
い｡色相の違いによって明るく感じたり,暗く感じたり
するということであるが,アイテム輝度のレンジが大き
くないことからも物理的な反射光エネルギーの大きさと
は異なる何かが影響していると推定される｡
カテゴリー スコアとの関係からみると,図25-27に示
すようにD65とCWFではBが明るく感じ,YとGが暗く
感じるのに対し,HORではBが暗く,Yが明るい方向に
変化している｡このことは明暗感には照明と色相との相
互作用が影響することを示唆している｡本研究では照度
は3つの照明間でほぼ一定しているので,測定された明
暗感は異なる分光エネルギー分布 (色温度)を持つ光が
壁表面に当り,その反射光が網膜を刺激して感じる明暗
感であり,輝度の影響が小さいことと合わせて考えると,
それぞれの照明下で見える色の変化 (表5参照)が明暗
感に影響を及ぼしたと推察される｡また,色温度が高く,
白っぽい光のD65やCWFではBの壁材が,一方,色温度
が低く,黄赤の光のHORではYの壁材が明るく感じると
いう結果から,照明によって壁材の色が強調されるとき
明るく感じるのではないかと考える｡
(12)
?
????? ? ?
?
? ?
Y a Q 無地 NL 捨子 徽 細 中 絹 F N LlL2 し3
色 捜楕 報さ 積建A( 胃鷹
図25 3因子 (明暗感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明:D65
?
?? ? ??? ? ?
?
? ?
Y a Q 無地 嶋 格子 撫 l■ 中 嶋 F N LIL2 L3
色 織機 Jgさ 横距JI Ir鷹
図26 3因子 (明暗感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明 :HOR
?
??
?
??
?? ? ?
?
? ?
Y a Q 無地 AA 格子 徽 岬 中 絶 F N LIL2 し3
色 樽繊 報さ 積距Jt Jf鷹
図27 3因子 (明暗感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 照明:CWF
3.視距離の違いが感情因子に及ぼす影響について
3-1. 因子空間上の因子得点分布からの考察
3つの感情因子に及ぼす視距離の影響について考察す
るため,前述の図7-17を視距離の点から再配列して検
討する｡
佐藤他:壁材と室内空間イメージ
1)1因子-2因子空間上の因子得点分布
D65,HOR,CWFのそれぞれの照明下で見た場合の視
距離の影響についてみると図7と10,図8と11,図9と
12の比較から,D65では1.0mの距離から見た場合には
2.5mの距離から見た場合喧比べて各シーンのプロット領
域が広くなり,感情の変化が大きくなる｡特に2因子(材
質感)の分布が広くなることから,近距離では模様や粗
さなどの情報が加味されると推定される｡CWF,HORの
照明下では視距離の影響は小さい｡詳細に見れば個々の
プロットの座標上の移動か認められるが,後述の要因分
析の結果で述べることにする｡
2)1因子-3因子空間上の因子得点分布からの考察
D65,HOR,CWFのそれぞれの照明下での視距離の影
響について,図13と16,図14と17,図15と18間で比較す
る｡1因子-2因子空間上と同様に1因子-3因子空間
上においてもD65においてのみ3因子軸の分布エリアが広
くなる傾向が認められる｡
以上の結果,一定照明下で見た場合の視距敵の影響は
D65では大きく,HORやCWFでは小さいということが明
らかになった｡
3-2.3つの感情因子に各種要因がどのように影響
を及ぼすか 一数量化 Ⅰ類による要因分析か
らの考察-
1)1因子 (評価性)に及ぼす視距離の影響
3つの因子に及ぼすアイテムの影響について表8に示
す｡1因子 (評価性)に及ぼす視距離の影響について,
各種要因 (アイテム)のレンジの大きさから推定すると,
視距離2.5mの場合には模様や粗さの情報が評価性の高さ
に影響を及ぼし,視距離1.0mの場合には壁材の色と照明
の種類が評価性を決定する要因となる｡
2.5m,1.0mのどちらの距離においても5つのアイテム
からの情報 (視覚刺激)が評価性判断の53-57%を占め
るということがわかる｡
表8 各国に及ぼす各種要因 (アイテム)と視距離の影響
田子距離アイテム 1因子 (評価性) 2因子 (材質感) 3因子 く明暗感)2.5m 1.h 2.5m 1.h 2.5m 1.h
レンジ 負 0.355 0.588 0.763 0.799 0.737 0.902
模様 1.018 0.248 0.641 1.364 0.868 0.322
粗さ 783 151 1205 1582 962 2ー43
照明 0.668 0.447 2.073 1.064 1.037 0.710
輝度 0.189 0.158 0.684 1.229 0.611 0.363
重相関係数 0.723 0.757 0.853 0.833 0.809 0.683
(13)
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カテゴリー スコアについてみると(図28,図29),視距
離2.5mでは模様としてみた無地では評価性が低く,粗さ
という観点からみた無地では高くなっている｡この結果
については照明の影響の場合と同様に矛盾があり,再度
検討する必要があるだろう｡どちらの距離から見ても好
まれる色の順はY>G>Bであり,照明ではD65>CWF>
HORであった｡
?
?
? ?
?? ? ???
Q 嶋 簾 中 D65 CWF L2
B 撫地 檎手 嶋 亀 HOR L1
色 檎繊 粗さ 照明 輝度
L3
図28 1国子 (評価性)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 視距離 :2.5m
?
?? ? ?
?? ? ?? ???
Y Q u 簾 中 D65 CWF L2
B h増 穂子 細 鶴 HOR LI L3
色 捜樽 穐き 照明 JI鷹
図29 1因子 (評価性)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 視距離 :1.0m
2)2因子 (材質感)に及ぼす視距離の影響
2因子 .(材質感)に及ぼすアイテムの影響について,
表8,図30,31に示す｡視距離2.5mと離れて見た場合に
は照明と粗さのアイテムが,視距離1.0mの近距離から見
た場合には粗さと模様のアイテムが材質感に影響が大き
いことが認められる｡重相関係数はいずれの距離の場合
にも高く,決定係数は2.5mの視距離で見た場合の方が
1.0mの視距離で見た場合に比べてやや大きな値が認めら
れる｡いずれにしても材質感を決定する約69-72%の影
響力を5つの要因が持っている｡
カテゴリースコアの点からもう少し詳しくみると,粗
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さが無地から細,中,粗と粗くなるにつれて材質感を感
じるようになり,また照明ではHORでの照明下でより強
く材質感を感じるという結果が認められる｡
?
? ?
?
?? ?
?
?
?
Y a AA A Q D65 CWF L2
8 徽嶋 嶋手 嶋 鶴 HOR Ll L3
色 穐樽 嶋さ 胃明 Jf鷹
図30 2因子 (材賃感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 視jE離:2.5m
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? ?
?
?
Q JA 徽 中 D65 CWF
B 徽絶 嶋子 Il 鶴 HOR L1
し2
L3
色 嶋樽 嶋さ 胃『 f鷹
図31 2因子 (材質感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 視距離:1.0m
3)3因子 (明暗感)に及ぼす視距離の影響
3因子 (明暗感)に及ぼす視距離の影響については
表8,図32,33に示す｡視距離2.5mでは照明と粗さに,
視距離1.0mでは色と照明にカテゴリー スコアのレンジが
大きく,視距離によって明暗感の要因 (アイテム)の影
響が異なることを示している｡視距離2.5mの方が1.0m
に比べると重相関係数,決定係数が大きく,近くで見た
場合には5つの要因 (アイテム)以外の要因が関係する
ことを示している｡カテゴリースコアからみると,色に
よる明暗感の違いは視距離1.0mの方が大きく,2.5mと
離れてみると色の影響は小さくなる｡いずれにしても明
るく感じる色はBであり,暗く感じる色はYである｡
明暗感に及ぼす視距離の影響について照明の効果をみ
ると,D65では明るく,HORでは暗く感じ,距離をおい
てやや離れて見る方が照明間の違いが大きくなる｡
(14)
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???
?
?
?
?? ?
_ I 一丁
Y Q 嶋 徽 中 065 CWF L2
8 無地 檎手 嶋 粗 HOR Ll L3
色 檎欄 相さ 簡明 Jr鷹
図32 3因子 (明暗感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 視距離 :2.5m
????? ?? ?
?
?
Q 嶋 徽 中 D65 CWF L2
B 徽嶋 嶋手 嶋 嶋 HOR Ll L3
色 繊楕 亀さ 胃明 JrLl
図33 3因子 (明暗感)のアイテム･カテゴリー /カテゴリ
ースコア 視距離 :1.0m
ⅠⅤ.結 育
壁材21種類,照明3種類,視距離2水準をそれぞれ組
み合わせた126シーンを用い,これらのシーンを視覚刺激
とした場合に引き起こされる感情を因子分析法により検
討した｡
それぞれのシーンによって引き起こされる感情の因子
は,主に3つの因子,すなわち1因子(評価性),2因子
(材質感),3因子 (明暗感)で構成されるということが
わかった｡心理変化に及ぼす照明と視距離の影響は次の
とおりであった｡
1)視距離を2.5mに一定して照明の影響についてみる
と,1因子 (評価性)の因子得点はD65,CWF照明下の
シーンが高く,HORではどちらともいえない｡2因子(材
質感)の因子得点はD65,CWFで低く材質感があまり感
じられないのに対して,HORでは因子得点が高く材質感
がはっきり感じられる｡3因子 (明暗感)についてはD65
ではBが明るく感じられ,Y,Gでは表面特性の異なる
サンプルによって明るく感じたり暗く感じたりする傾向
佐藤他:壁材と室内空間イメージ
が認められた｡またHOR,CWFではその得点が0付近に
集中し,サンプル表面の色とテクスチャーの影響がみら
れない｡視距離1.0mの場合,プロットがやや散らばる傾
向があり材質感の有無と明暗感には一定の傾向は認めら
れない｡評価性については0付近に集中していた｡
さらに壁材の表面特性についてみるため数量化 Ⅰ類に
よる要因分析を行った結果,1因子 (評価性)について
はD65ではY,B,Gの順で好まれ,模様では,縞,檎
千,無地の順で好まれる｡HORについては影響が小さ
く,CWFについては輝度の値に比例して好まれる｡2因
千(材質感)についてはD65は粗さが小さくなるにつれて
材質感が失われて見え,模様についてみると無地の材質
感が高くなっており,次いで格子,縞の順となっている｡
3因子 (明暗感)についてはD65,CWFでBが明るく,
YとGが暗く感じられ,HORではYが明るくBが暗く感
じられる｡つまり明暗感には照明と壁材の色相との相互
作用が影響することが明らかになった｡
2)視距離の影響については以下の結論が得られた｡
1因子-2因子空間の各シーン (63シーン)の因子得点
分布は,視距離2.5mから見た場合に比べて視距離1.0m
から見た場合に大きく分散し感情の変化が大きい｡視距
離1.0mでは特に模様や粗さなどの情報が加味されるよう
である｡また3因子 (明暗感)についても分布エリアが
広くなる傾向が認められた｡
さらに壁材の表面特性についてみるため数量化 Ⅰ類に
よる要因分析を行った結果,視距離2.5mでは模様や粗さ
が評価性の高さに,照明と粗さが材質感と明暗感に大き
く影響しており,視距離1.0mでは色と照明の種類が評価
性に,粗さと模様が材質感に,色と照明が明暗感にそれ
ぞれ大きく影響していることが明らかになった｡
本研究はモデル空間を用い,壁材の色･テクスチャー･
照明 ･視距離の組み合わせ条件 (シーン)におけるヒト
の感性をSD法で測定,解析 (因子分析)した結果を中心
に報告した｡因子分析結果からは,ヒトが何故そのよう
に感じるのか,ということにまでは説明し得ない｡そこ
で,感性データを物理量で明らかにするため,物理量と
しての各種要因と分光放射輝度による計測データを合わ
せ要因分析を行った｡しかし,要因間相互作用が複雑に
関与するため,感性結果に対するその原因の究明につい
ては,明確に示すことができなかった｡
感性実験の裏付けとなる物理データ,生理データの蓄
積が必要であり,今後の課題と考えている｡また,それ
はヒトの感性を製品設計に生かしていくうえに極めて重
要なことである｡
(15)
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Summary
Thesubjectsconsistedofninetyuniversitystudentswhoseemotionalreactionsfrommodelroomconditions
wereexamined.Variouscombinationsofconditions,suchas,threewalcolors,fourwaltextures,threelight
sourcesandtwoviewingdistancesweretestedbytheSDmethod.Theotherhand,Wealsoexaminedthe
luminances ofwalsurfaceinthemodelroomsuslngSpectralradiancemeter.
●
Threefactorsofpsychophysicsfromtheroomviewingswereextractedthrough factoranalysis.Thdfirst
StatisticalresultsfromQuantificationMethodIconcluded thatwhenthesubjectsviewedvariousitem
conditions(containedofluminance)inthemodelrooms,theiremotionscouldbepredict.Ofthefiveitems,color
andlightwerethestrongestinfluenceswithinteractiveactions.
(16)
